
 

 

 

委託プロジェクト研究課題評価個票（事前評価） 
 

研究課題名 【市場開拓に向けた取組を支え

る研究開発】 

地域の農林水産物・食品の機能

性発掘のための研究開発 

 

担当開発官等名 研究統括官(食料戦略、除染) 

連携する行政部局 食料産業局食品小売サービス課 

研究開発の 

段階 

基礎 応用 開発 研究期間 平成２８～３２年度（５年間） 

   総事業費（億円） １０億円（見込） 

研究課題の概要 

 

 

 我が国の農林水産物の需要拡大に向け、地域の農林水産物・食品の機能性発掘のための研究開発を実

施し、高付加価値商品の開発を行い、農林水産物・食品の新たな価値の創出に貢献する。目的達成の

ために、地域のコホート研究（※1）等で健康維持効果が示唆されている農林水産物・食品を発掘

し、開発方針や販売戦略について、地域のステークホルダー（※2）等と連携し、ビジネスモデルを

構築するとともに、機能性表示を可能とする科学的エビデンス（※3）の取得、機能性を高める栽培

・加工技術及び機能性を維持・向上させる調理方法の開発を実施する。 

１．委託プロジェクト研究課題の主な目標 

中間時（２年度目末）の目標 最後の到達目標 

機能性表示の実現に向けた動物試験による作用機

序（※4）解明とヒト介入試験による科学的エビ

デンス取得。 

機能性表示のある農林水産物・食品を５品目以上開

発。 

  

  

２．委託プロジェクト研究課題全体としてのアウトカム目標（３７年度） 

 備考 

新たな訴求ポイントとなる機能性を有する農林水

産物・食品を開発することで、新たな市場への参

入を行い、農林水産業・食品産業の需要の拡大に

貢献する。 

コホート研究から地域の機能性農林水産物・食品を

発掘し、地域のステークホルダーと連携した開発方

針や販売戦略などのビジネスモデルを構築し、機能

性表示を実現する科学的エビデンスを取得する。 

 

 

 

 
【項目別評価】 

 １．農林水産業・食品産業や国民生活のニーズ等から見た研究の重要性 ランク：Ａ 

①農林水産業・食品産業、国民の生活のニーズ等から見た重要性 

 ・今後、少子高齢化の一層の進行が見込まれる中、農林水産業・食品産業の成長産業化を図るには、

市場のニーズに応える高付加価値商品の開発が重要とされている。こうした中、国民の健康意識が

高まり、生活習慣病等の予防に向けた様々な食サービスの提供が求められており、機能性を有する

農林水産物・食品を開発することで、食生活の改善を通じて国民の生活の質を一層向上させるな

ど、多様化している消費者ニーズを捉えた農林水産物・食品の新たな価値の創出に貢献する必要が

ある。 

②研究の科学的・技術的意義（独創性、革新性、先導性または実用性） 

 ・国立がん研究センターが行っているコホート研究は、全国１１箇所の地域で１４万人を対象に、食

事、飲酒、喫煙、運動などの生活習慣、健康診断、死因の原因となるがん・脳卒中・心筋梗塞など



 

疾病罹患について、１５年に渡る追跡調査が行われ、データが蓄積されている。国立がん研究セン

ターでは、得られた膨大なデータから、野菜・果物・乳製品などの食品群の摂取とがん・脳卒中な

ど死に至る疾病との関連性の解析が行われてきた。本研究では、個別の食品１４０品目の摂取と健

康状態という新たな切り口で解析を行い、健康維持に効果的な食品を抽出し、科学的根拠を明らか

にする新たな手法を用いる。また、解析された食品１４０品目と健康維持効果の関連性のデータを

公表することで、機能性表示食品（※5）の開発に広く活用されることが見込まれるなど、先導性

・実用性が高く、科学的・技術的意義も有するものである。 

２．国が関与して研究を推進する必要性 ランク：Ａ 

①国の基本計画等での位置づけ、国自ら取組む必要性 

 ・「農林水産業・地域の活力創造プラン」においては、新たな国内需要に対応した農林水産物・食品

の生産・開発・普及について、健康寿命延伸に資する新たな機能性に関する科学的知見の収集・利

用を推進するとともに、科学的根拠をもとに機能性を表示できる新たな方策を検討するとされてい

る。本研究では、機能性表示食品の制度で求められている内容を満たす科学的知見の収集方法の確

立、利用を推進するための科学的根拠のデータの公表などを行うこととしており、国が関与して研

究開発を推進する必要性がある。 

②次年度に着手すべき緊急性 

 ・平成２７年４月に「機能性表示食品」の制度が施行され、生鮮品への機能性表示が認められるよう

になったものの、科学的知見の収集など生産者等の届出手続きに係る負担が大きいことから、活発

な取り組みが進んでおらず、国が利用を推進する必要があり、①で示した国の推進課題での位置付

けからも次年度に着手すべき緊急性はある。 

３．研究目標の妥当性 ランク：Ａ 

①研究目標の明確性 

 ・農業・食品産業の活性化に向け、地域別コホート研究から発掘された機能性が示唆される農林水産

物・食品の科学的根拠を解明し、機能性表示食品を５品目以上開発することとしており、研究目標

は明確である。 

②目標とする水準の妥当性 

 ・コホート研究における食品１４０品目の食事摂取調査データの解析結果から、食品の摂取と健康状

態の関連性が高いと想定されるものとして５品目を抽出しており、更なる解析から関連性が高いと

される１－２品目を加えた６－７品目についての研究を進めることから、機能性表示食品を５品目

以上開発するという目標水準の妥当性は高い。  

③目標達成の可能性 

・コホート研究等から、健康維持に効果のあることが示唆されている農林水産物・食品について、科

学的エビデンス取得を目指すことから目標達成の可能性は高い。 

４．研究が社会・経済等に及ぼす効果（アウトカム目標）とその実現に向けた研究 

成果の普及・実用化の道筋（ロードマップ）の明確性 

ランク：Ｂ 

①社会・経済への効果を示す目標（アウトカム目標）の明確性 

 ・平成２７年４月に施行された機能性表示食品の制度により、新たな訴求ポイントとなった機能性表

示のある農林水産物・食品を開発し、新たな高付加価値商品の市場へ参入することが、農林水産業

・食品産業の需要の拡大に貢献に繋がるとしているが、よりアウトカムを明確にして取り組む必要

がある。 

②研究成果の普及・実用化の道筋の明確性 

 ・研究成果の普及と実用化については、地域のステークホルダーと連携し、市場調査を行い、セール

スポイントと販売ターゲットを明確にした開発計画と販売戦略を構築することとしており、機能性

表示食品の普及と実用化への道筋は明確である。 

③他の研究への波及性 

 ・本研究では一例として、アブラナ科野菜である野沢菜の機能性の解明を想定しており、野沢菜に含

まれる機能性成分の健康維持効果に対する科学的根拠を明らかにすることで、同成分を含む大根や

キャベツなどその他のアブラナ科野菜への機能性研究にも活用できるなど、他の研究への波及性は

大きい。 



 

５．研究計画の妥当性 ランク：Ａ 

①投入される研究資源（予算）の妥当性 

 ・５年の総額は１０億円の見込みで、初年度は２億円を見込んでいる。コホート研究で得られた膨大

なデータの解析、エビデンス獲得のための大規模・長期ヒト介入試験、機能性を高めるための栽培

・加工技術の開発等を実施する予算額として妥当なものである。  

②研究推進体制、課題構成、実施期間の妥当性 

 ・研究開始後は、外部有識者、関係行政部局で運営委員会を構成し、実施体制、課題構成、実施計

画、進捗状況について、指導、検討等を行うこととしており、研究推進体制は妥当である。 

 ・本課題は、外部有識者や省内関係部局により構成される検討会における議論を踏まえて取りまとめ

た「平成２８年度からの新たなプロジェクト『市場開拓に向けた取組を支える研究開発』の推進方

針中間取りまとめ」において、当該プロジェクトの中で行うべき個別の研究開発課題として位置づ

けられているものである。 

・科学的エビデンス取得に向けて、動物試験による作用機序の解明と効果検証、小規模でのヒト試

験、大規模・長期摂取ヒト試験による科学的エビデンス取得を進めることから、実施期間は妥当で

ある。 

 

【総括評価】 ランク：Ｂ 

 １．研究の実施（概算要求）の適否に関する所見 

・機能性に優れた地域の農林水産物・食品の発掘を促す技術開発であり、生鮮食品も対象となる機能

性表示食品制度が施行され必要性、緊急性も高いことから、本研究課題を実施することは適切であ

る。 

２．今後検討を要する事項に関する所見 

・限られた研究期間の中で、何を対象とし、どのようにコホート分析、ヒト介入試験を進めていく

か、更なる検討が必要であり、適切な予算配分、進行管理を行うよう留意すること。 

・市場開拓に向けた取組を支える研究であり、農林水産業・食品産業の需要拡大に、どの程度経済効

果を創出しようとしているのかアウトカムを明確にする必要がある。 

 



 [事業名] 地域の農林水産物・食品の機能性発掘のための研究開発 

 
用  語 

 
用 語 の 意 味 

※ 
番号 

コホート研究 特定の地域や集団に属する人々を対象に、長期間にわたってその人々の健康状態と
生活習慣や環境の状態など様々な要因との関係を調査する研究。 

１ 

地域のステー
クホルダー 

地域の企業や団体が経営活動を行う上で関わる利害関係者を含む全ての人のこと。 
 

 ２ 

科学的エビデ
ンス 

科学的方法によって得られた信頼できる根拠。  ３ 

作用機序 生体に何らかの効果を及ぼす仕組みやメカニズム。 
 

 ４ 

機能性表示食
品 

事業者の責任で科学的根拠をもとに商品パッケージに機能性を表示するものとして
消費者庁に届けられたもの。 

 ５ 

 

 
 
 



地域の農林水産物・食品の機能性発掘のための研究開発（新規） 

   
  

○研究の背景/課題 
  これまでに各地で行われてきたコホート研究の結果から、我が国の各地域には未だその科学的根拠が明らかに 
  なっていないものの、健康長寿に結び付く機能性に優れた農林水産物・食品が数多くあることが示唆されている。 
  このため、これらを発掘するとともに、その機能性の科学的エビデンスを明らかにすること等により地域の農林水産 
  物・食品の付加価値を向上させ、地域の農業・食品産業の活性化に繋げる。      

群馬 

茨城水戸  

愛知蒲郡 

長野佐久 

沖縄 

県別健康寿命 
     男性   女性 
静岡  ２位    １位 
愛知  １位    ３位   
茨城  ４位    ８位 
長野  ６位   １７位  
沖縄 １４位    ４位 

掛川 

（１）地域の農林水産物・食品の機能性の発掘 
   既存の地域別コホート研究等による健康維持に効果のある 
   機能性農林水産物・食品の発掘 
 
（２）ビジネスモデルの構築 
   （１）により発掘された機能性を有する農林水産物・食品を活用   
   した商品の開発方針や販売方法を、地域の生産者団体等と 
   連携して決定 
   
（３）技術開発を要する課題への対応   
   ⅰ）機能性表示を可能にする科学的エビデンスの獲得 
   ⅱ）機能性を高めるための栽培・加工技術の開発 
   ⅲ）機能性を維持・向上させる調理方法の開発   等を実施                                  

三重 

地域の機能性表示食品を５品以上開発し、 
地域の農業・食品産業を活性化 

   各種事業等を活用した商品開発・販売促進等                                  

からし菜   へちま 

こんにゃく 

広島 

エゴマ 広島菜 

高知 

ニラ 

高山 

野沢菜 

赤かぶ漬け 

有望な農林水産物・食品の例 



 
地域の農林水産物・食品の機能性の発掘及び新たな機能性食品の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  産業利用（Ｈ３４～） 

 
アウトカム   実証（Ｈ３３～） 

 
    研究開発（～Ｈ３２） 

 
 
 
 
 
農林水産

物・食品

の新たな

価値を創

出し、 

農林水産

業・食品

産業の需

要拡大へ

貢献 

 

 
 

Ｈ３４頃 

 
研究成果を

活用した、各

地の新たな

機能性農林

水産物・食品

の発売 

普及・実用化の推進策 

（想定される取組） 

・機能性表示食品の開発から

販売に至るまでのビジネス

化についてのノウハウの 

公表 

 

機能性成分のヒトへの効果を

簡易評価する装置の開発 

周辺の技術（研究開発） 

委託研究プロジェクト 

 
 
 

機能性表示の

ある農林水産

物・食品を５品

目以上 開発 

 

最終到達目標 

（Ｈ３２） 

機能性成分の機序

解明、安全性確認

のための動物試験 

コホート研究から得られたデー

タの解析による地域の機能性農

林水産物・食品の発掘 

機能性成分を高めるための調理技術の 

開発 

【ロードマップ（事前評価段階）】 

 

機能性表示の実現に

向けた科学的エビデ

ンス獲得のためのヒ

ト介入試験 

 
 

既往成果

（知見） 

地域の機能

性に優れた

農 林 水 産

物・食品の

存在 

緑茶、うん

しゅうみか

ん等への機

能性表示 

Ｈ３３頃 

 
機能性表示

のある農林

水産物・食品

の発売 

普及・実用化の道筋 

機能性成分含量のバラツキを抑

える生産管理技術の実証 

機能性成分を維持・向上する栽培・加工技

術の開発 

地域のステークホルダーと連携したビジ

ネスモデルの構築 


